
　

令
和
２
年
第
３
回
船
橋
市
議
会
定
例
会
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
約
75
億
円
を
含
む
補
正
予
算
を
議
決
。
市
が
独
自
に

行
う
、
市
内
医
療
従
事
者
へ
の
慰
労
金
10
万
円
の
支
給
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
75
億
円
の
う
ち
、
約
74
億
円
は
国
や
県
か
ら

の
支
出
金
で
、
市
の
負
担
は
わ
ず
か
８
１
４
０
万
円
。
一

方
、
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
で
、
10
月
の
徴
収
分
か
ら
下

水
道
料
金
も
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
７
日
に

発
覚
し
た
海
老
川
上
流
域
土
地
区
画
整
理
事
業
の
総
事
業

費
が
、
当
初
予
定
の
１
５
８
億
円
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
が
、
船
橋
市
は
止
め
よ
う
と
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
収
束
の
め
ど
が
立
た

な
い
中
、
市
民
生
活
は
不
安
定
な
状
態
が
続
き
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
に
、
負
担
ば
か
り
を
押
付
け
る
「
行
革
」
は
、

今
す
ぐ
、
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
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　海老川の上流部である北谷津

川に、海老川土地改良区の用水

施設跡があります。写真は、夏

見 2 丁目水利組合が使用してい

た用水施設の一部。この地域一

面に水田が広がっていたことの

証です。この施設、水門として

の役目は終えたようですが、こ

の海老川上流地域が水田に適し

た土地であった、ということを

伝える、重要な「未来への伝言」

になりそうです。

医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
切
り
は
な
し
て

海
老
川
上
流
地
区
開
発

（
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
）
は
中
止
を

　

９
月
議
会
で
「
当
初
の
素
案

作
成
業
者
で
あ
る
日
本
都
市
技

術
㈱
の
ミ
ス
で
、
海
老
川
上

流
地
区
事
業
計
画
素
案
（
以

下
：
素
案
）
の
事
業
費
総
額
の

1
5
8
億
円
に
諸
経
費
及
び
消

12 月   9 日（水）

「
行
財
政
改
革
」で
つ
ぎ
つ
ぎ
「
市
民
負
担
増
」な
の
に

１
５
８
億
円
の
大
型
開
発
は
進
行
中

船橋市議会

ま
せ
ん
。

　

事
業
地
内
に
移
転
予
定
の
医

療
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
は
、

今
年
度
執
行
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
わ
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
あ
ら
た
め
て
、

事
実
上
破
た
ん
し
て
い
る
本
事

業
に
つ
い
て
撤
退
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
し
か
し
市
長
は
「
医

療
セ
ン
タ
ー
用
地
を
確
保
し
て

区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
く
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
少
し
遅
れ
る
こ

と
に
な
る
け
れ
ど
も
事
業
を
進

め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
さ

ら
に
船
橋
市
が
市
費
を
投
入
す

る
な
ど
論
外
で
す
。
市
民
に
は

財
政
が
厳
し
い
と
「
行
革
推
進

プ
ラ
ン
」
で
痛
み
を
押
し
付
け
、

費
税
相
当
額
約
54
億
円
が
計
上

さ
れ
お
ら
ず
、
市
も
そ
の
こ
と

に
気
づ
か
な
か
っ
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
が
現
在
の
業
務
代
行
予
定

者
で
事
務
局
の
㈱
フ
ジ
タ
か
ら

未
計
上
の
指
摘
を
受
け
た
の
は

昨
年
11
月
で
し
た
が
、
議
会
へ

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

㈱
フ
ジ
タ
に
よ
る
新
た
な
事

業
費
総
額
案
は
、
1
5
8
億
円

か
ら
大
幅
に
上
回
り
、
市
は
こ

の
ま
ま
で
は
実
現
の
可
能
性
は

低
い
と
し
て
、
㈱
フ
ジ
タ
に
実

現
可
能
な
事
業
計
画
案
の
提
示

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

1
5
8
億
円
の
素
案
は
船
橋

市
が
、
補
助
金
で
43
億
円
・
医

療
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
60
億

円
で
保
留
地
を
購
入
・
さ
ら
に

東
葉
高
速
鉄
道
の
新
駅
建
設
費

50
億
円
を
支
出
す
る
と
い
う
、

市
が
莫
大
な
財
政
負
担
を
行
う

内
容
で
し
た
。
市
長
は
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
を
公
約
に
掲
げ
ま

し
た
が
、
民
間
に
よ
る
開
発
へ

の
市
の
突
出
し
た
肩
入
れ
は
異

常
で
す
。
日
本
共
産
党
は
繰
り

返
し
批
判
し
て
き
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
が
増
加
す
れ
ば
、

そ
の
分
を
地
権
者
が
減
歩
率
を

増
や
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
素
案
の
平
均
減
歩
率

41
％
で
も
地
権
者
の
仮
同
意
は

81
％
で
あ
り
、
減
歩
率
の
増
加

で
地
権
者
の
同
意
を
得
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
地
権
者
の
同
意

が
な
け
れ
ば
事
業
は
実
施
で
き

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
件
数
を
増
や
し

実
態
把
握
と
早
期
保
護
を

　

船
橋
市
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
陽
性
患
者
は
、
県
内
で
は

最
も
多
く
、
直
近
の
陽
性
率
は

千
葉
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
船
橋
市
は
9
月
1
日
に

新
た
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
導

入
し
、
1
日
当
た
り
の
検
査
数

を
90
件
か
ら
1
8
0
件
へ
と
増

や
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
検
査
数
は
全
く
増

え
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

9
月
4
日
の
議
案
質
疑
で
、
検

査
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
質
問

に
対
し
、
市
長
は
、

① 

市
内
高
齢
者
施
設
の
新
規
入

所
者
に
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
。

② 

介
護
・
病
院
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
へ
2
週
間
に
1
度
の
定
期
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
。

を
検
討
す
る
と
回
答
し
ま
し
た

が
、
定
期
検
査
の
対
象
者
を
ど

こ
ま
で
広
げ
る
か
が
課
題
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
感
染
ケ
ー

ス
の
4
割
程
度
を
占
め
る
、
無

症
状
感
染
者
か
ら
の
感
染
を
い

か
に
防
ぐ
か
が
重
要
で
す
。
早

期
発
見
・
隔
離
・
保
護
・
治
療

の
充
実
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

一
方
で
は
特
定
の
開
発
に
便
宜

を
図
る
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

8
月
、
船
橋
市
は
新
た
な
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し

ま
し
た
。
同
事
業
地
の
ほ
ぼ
全

域
が
、
50
セ
ン
チ
か
ら
3
メ
ー

ト
ル
の
浸
水
想
定
区
域
で
す
。

ま
た
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
液
状
化
の
危
険
性
が
極
め

て
高
い
地
域

で
、
防
災
面

か
ら
も
、
開

発
事
業
か
ら

撤
退
す
べ
き

で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

無
視
し
た
開
発
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今
年
も
予
算
要
望
書
を
市
長
に
提
出

介
護
事
業
所
の
財
政
支
援
を

利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
の
は
間
違
い

２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
宣
言
を

突
然

米
軍
機
か
ら
第
一
空
挺
団
が
降
下
訓
練

　

2
0
2
0
年
も
日
本
共
産
党

は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
6
月
よ
り
市
内
に
約

14
万
枚
を
配
布
し
、
9
月
15
日

ま
で
に
９
４
０
通
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
利
用
者
が

激
減
す
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
存

続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体

制
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
状
況
で

す
。

 

厚
生
労
働
省
は
、
本
来
国
が
行

う
べ
き
財
政
支
援
の
一
部
を
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
、

極
め
て
不
当
な
内
容
の
特
例
措

置
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
利
用
者
は
今
ま
で
と
同

　

９
月
14
、
15
日
の
両
日
、
陸

上
自
衛
隊
習
志
野
演
習
場
で
、

米
軍
機
か
ら
第
一
空
挺
団
が
降

下
訓
練
を
行
う
と
の
情
報
が
市

民
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
は
９
月
11
日
金
曜
日
の

夕
方
だ
っ
た
た
め
、
市
民
か
ら

は
市
に
問
い
合
わ
せ
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

台
風
や
猛
暑
な
ど
の
気
候
変

動
が
激
化
す
る
中
、
温
暖
化
対

策
が
急
が
れ
ま
す
。
船
橋
市
は

市
役
所
の
活
動
で
年
約
14
万
ト

ン
も
の
Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し
て
お

り
（
２
０
１
８
年
度
）、
う
ち
６

割
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却

で
す
。
市
は
高
効
率
ゴ
ミ
発
電

で
熱
回
収
を
し
て
い
る
と
言
い

じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
に
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
上
が
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「
介
護
事
業
所
へ
の
財

政
支
援
は
、
介
護
報
酬
と
は
別

に
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
自
治

体
が
持
つ
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
」
と
い
う
、
利
用
者

の
負
担
増
を
全
く
無
視
す
る
答

弁
で
し
た
。
特
例
措
置
分
を
補

助
す
る
と
決
め
た
自
治
体
に
な

ら
っ
て
、
本
市
も
介
護
事
業
所
・

利
用
者
を
支
援
す
る
べ
き
で
す
。

　

米
軍
機
か
ら
の
降
下
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
防
衛
省
に

対
し
て
直
接
、
厳
重
抗
議
を
行

い
、
今
回
の
経
緯
に
つ
い
て
質

す
と
、
「
相
手
国
の
あ
る
こ
と
な

の
で
お
伝
え
で
き
な
い
。」
な
ど
、

一
般
的
な
情
報
提
供
さ
え
拒
否

ま
す
が
、
欧
州
で
は
熱
回
収
を

リ
サ
イ
ク
ル
と
見
な
し
ま
せ
ん
。

 

本
会
議
で
「
温
暖
化
対
策
に
逆

行
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
あ

る
か
」
と
質
し
た
所
、
市
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
回
収
の
再
検

証
が
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

 
ま
た
Ｃ
Ｏ
2
排
出
の
４
割
は
電

気
・
ガ
ス
等
の
施
設
内
利
用
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

公
契
約
条
例
の
制
定
を
！

　

地
方
公
共
団
体
が
発
注
す
る

委
託
業
務
等
に
お
い
て
、
労
働

者
の
適
正
な
賃
金
水
準
や
労
働

条
件
を
条
例
で
定
め
、
受
注
者

に
対
し
て
そ
の
賃
金
水
準
や
労

働
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
る
も
の
が
公
契
約
条
例

で
す
。

　

こ
こ
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣

労
働
者
な
ど
の
切
り
捨
て
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
に
と
っ

て
仕
事
が
少
な
い
と
い
う
中
で
、

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る
声

は
な
か
な
か
上
げ
に
く
く
、
日

本
共
産
党
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
そ

の
中
で
、
賃
金
や
労
働
環
境
、

法
令
な
ど
を
し
っ
か
り
遵
守
さ

せ
、
市
が
指
導
を
で
き
る
様
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
「
国
が
全
国

統
一
的
な
労
働
関
係
諸
法
を
整

備
す
べ
き
」
と
答
弁
し
て
き
ま

し
た
が
、
改
め
て
市
は
「
研
究
・

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
一
歩
前
進
し
た
答
弁
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

習
志
野
演
習
場
は
、
自
衛
隊

の
演
習
場
で
す
。
米
軍
基
地
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
米
軍

の
都
合
で
利
用
さ
れ
る
な
ら
、

船
橋
市
は
基
地
の
あ
り
方
自
体

を
見
直
し
、
基
地
の
撤
去
を
求

め
る
べ
き
で
す
。

■
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
去
年
と

比
較
し
て
き
び
し
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
か

■優先的に実施してほしい政策（24項目か
ら５つ選択）の上位５項目

　

今
年
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に

「
２
０
２
１
年
度
予
算
要
望
書
」

を
作
成
し
、
10
月
20
日
市
長
に

提
出
、
要
望
実
現
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

要
求
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
も
急
務
で
す
。
「
本
庁
舎
な
ど

で
再
エ
ネ
事
業
者
と
契
約
を
」

と
求
め
た
所
、
市
は
「
再
エ
ネ

を
導
入
、
そ
の
他
検
討
で
き
れ

ば
と
考
え
る
」
と
回
答
。
今
後

は
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
表

明
も
必
要
で
あ
り
、
本
気
の
取

り
組
み
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

船橋市議会　意見書と主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
11
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
10
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
８
人
）
、

自
民
：
自
由
民
主
党
（
７
人
）
、
真
政
：
真
政
会
（
４
人
）
、

み
ら
い
：
み
ら
い
＠
船
橋
（
２
人
）
、 

無
所
属
（
３
人
）
：
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 自由 公明 民主 自民 真政 みらい 無所属

　
意
見
書

（
日
本
共
産
党
提
案
）

新型コロナウイルス感染症に関わる医療体制の充実を千葉県に
求める意見書

否決 ○ × × ○ × × ○ ○：今　　
×：小･は

少人数学級のすみやかな実施を求める意見書 否決 ○ × × ○：７
退：１ × × ○ ○：今　　

×：小･は

主
な
陳
情

船橋市に対してゼロカーボンシティ宣言を行うことを求める陳
情

採択 ○ ○ ○ ○ ○
○：１
×：３ ○ ○：今　　

×：小･は

公共施設の使用料等の改定及び駐車場料金の設定のお知らせに
関する陳情

不採択 ○ ×：７
退：３ × ○：７

退：１ × × ○ ○：今　　
×：小･は

金杉台中学校の御滝中学校への統合方針を撤回することを求め
る陳情

不採択 ○ × × ×：７
退：１ × × ○ ○：今　　

×：小･は


